
●
と
き
４
月
３
日
（
木
）
４
日
（
金
）

開
場
８
時
打
ち
出
し
（
終
了
）
幅
時

⑱
と
こ
ろ
神
戸
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル

ポ
ー
ト
ピ
ア
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

市
民
広
場
駅

圃
お
問
い
合
わ
せ
大
相
撲
神
戸
場
所
事

務
局
念
０
６
（
３
５
７
百
８
０
０

☆
大
相
撲
神
戸
場
所

神
戸
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
に
て

あ
の
力
士
達
が
、
神
戸
の
人
々

を
励
ま
そ
う
と
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
に

や
っ
て
く
る
。
真
紅
の
桟
敷
席
と

伊
勢
神
宮
を
想
わ
せ
る
屋
形
を
仰

ぎ
、
迫
力
あ
る
大
一
番
を
期
待
で

き
そ
う
。

な
お
、
予
約
に
て
飲
食
・
相
槻

土
産
セ
ッ
ト
料
金
が
５
０
０
０
円

と
８
０
０
０
円
が
あ
る
。

神
戸
市
の
東
部
新
都
心
（
巾
央

区
、
灘
区
）
で
の
再
開
発
が
、
神

戸
製
鋼
所
グ
ル
ー
プ
、
川
崎
製
鉄

と
の
「
官
民
一
体
」
で
、
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
開
発
予
定
地
は
、

神
鋼
、
川
鉄
の
工
場
跡
地
で
あ
る

臨
海
部
約
布
、
で
、
こ
れ
を
区
画

整
理
し
全
体
で
約
七
千
戸
の
住
宅

を
建
設
予
定
。
す
で
に
公
共
住
宅

の
建
設
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、
分

溌
・
貨
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
施

設
の
他
に
、
研
究
教
育
文
化
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
神
戸
セ
ン
タ

☆
東
部
新
都
心
再
開
発
計
画

官
民
一
体
で
街
づ
く
り

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
９０

１

東部新都心整備イメージ図

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

笑
顔
あ
り
が
と
う

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
函
神
戸
市
中
央
区
橘
通
４
．
２
．
２

菊
水
模
型
ビ
ル
３
Ｆ
（
湊
川
神
社
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

１
を
内
包
す
る
国
際
健
康
開
発
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
の
建
築
報
、
新
都
心

を
日
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
震
災

後
最
大
の
復
興
覗
業
で
も
あ
る
。

ま
た
、
神
鋼
の
本
社
ビ
ル
が
新

た
に
建
設
さ
れ
る
の
に
加
え
、
ホ

テ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
商
業
施
設
も
建
て
る
方
針
。

巡
助
会
と
い
え
ば
赤
勝
て
向
勝
て
の

応
援
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
こ
の
運
動

会
は
少
し
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ガ
ン
バ
レ
ー
・
ガ
ン
パ
レ
ー
・
」
の
声
援

は
た
く
さ
ん
間
こ
え
ま
す
が
、
当
蛎
者

達
は
ど
こ
吹
く
風
っ

・
友
達
と
同
時
の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て

敵
（
？
）
を
は
げ
ま
し
助
け
合
い
な
が

ら
進
む
子

．
高
さ
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
蹄
み
台
を
超

す
為
に
せ
い
い
っ
ぱ
い
の
力
を
ふ
り
し

ぼ
っ
て
、
亜
い
装
具
の
つ
い
て
い
る
足

を
持
ち
あ
げ
て
い
る
子
。

．
あ
ま
り
の
た
く
さ
ん
の
観
客
に
呆
然

と
立
ち
つ
く
す
男
の
子
。

・
赤
や
背
の
ボ
ン
ボ
ン
を
ふ
り
上
げ
て

栗
し
そ
う
に
ダ
ン
ス
を
満
喫
し
て
い
る

女
の
子
。
な
ど
な
ど
。

ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
テ
ー

プ
を
き
る
子
に
向
か
い
、
「
○
○
ち
ゃ

ん
、
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
」
の
マ
イ

ク
の
声
。
慨
容
の
ざ
わ
め
き
に
か
き
消

さ
れ
そ
う
な
マ
イ
ク
か
ら
の
声
で
し
た

が
、
今
で
も
弧
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

自
分
な
り
に
素
面
に
自
己
衣
現
で
き
る

子
供
達
の
迎
動
会
、
そ
し
て
彼
ら
を
見

守
る
心
や
さ
し
い
先
生
方
。
心
暖
ま
る

さ
わ
や
か
秋
の
一
旧
で
し
た
。

心
か
ら
「
笑
顔
あ
り
が
と
う
。
」

Ｉ
養
誰
学
校
運
動
会
見
学
記
Ｉ
（
Ｍ
）

徳
末
悦
子
と
そ
の
ピ
ア
ノ
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が

神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
に
て
開
か

れ
る
。
今
同
は
、
山
田
耕
搾
の

「
子
供
と
オ
ッ
タ
ン
」
に
ス
ラ
イ
ド

を
付
け
た
り
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
の
８
手
連

弾
等
を
彼
鰐
す
る
。

旬
４
１
劣
〆苧

碕
思
争
１
１
岨
Ⅲ
旧
叡
Ｉ
』

☆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
デ
ビ
ュ
ー
前
の

「
弓
張
美
季
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

②
と
き
４
月
６
日
２
時
開
演
（
１
時

釦
分
開
場
）

●
と
こ
ろ
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

（
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
）

盆
０
７
８
（
３
６
２
）
７
１
９
０

③
入
場
料
３
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
前
売
神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
憾

会
メ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
・
松
方
ホ
ー
ル
Ｐ

Ｇ
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン

等
に
て

☆
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
特
報

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
親
し
み
易
く

「
徳
末
悦
子
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
」徳宋悦子氏
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尼
崎
の
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
で

は
、
演
削
学
校
の
本
科
（
印

名
）
・
研
究
科
（
妬
名
）
の
人
員

を
募
集
し
て
い
る
。
狙
〜
釦
歳
ま

で
の
健
康
な
男
女
。
応
募
締
切
は

３
月
即
日
。
ま
た
、
群
台
技
術
学

⑳
と
き
４
月
５
日
（
土
）
把
時
釦
分
開

演
（
旧
時
開
場
）

④
と
こ
ろ
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

壷
０
７
８
〈
５
３
８
）
１
１
８
０

⑲
入
場
料
前
売
２
５
０
０
円

当
日
３
０
０
０
円

⑦
チ
ケ
ッ
ト
前
売
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
チ

ヶ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
・
海
文
堂
書
店
他

１
９１

１

☆
レ
イ
ノ
ー
の
陶
磁
器
と

可
愛
い
小
物
が
い
っ
ぱ
い

マ
ネ
ス
音
楽
院
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ス
在
学

中
の
弓
張
氏
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
が
神
戸
ア
サ
ヒ
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
る
。
今
何
の
演
目
は
、
ス

カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
の
ソ
ナ
タ
、
シ
ュ

ー
マ
ン
の
幻
想
曲
の
ほ
か
、
昨
年

他
界
し
た
武
満
徹
の
「
ピ
ア
ノ
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
」
が
選
曲
さ
れ
て
い
て

卿
祁
嘩
沫
い
。

エ
レ
ガ
ン
ト
な
フ
ラ
ン
ス
・
リ

モ
ー
ジ
ュ
の
陶
磁
器
を
い
つ
か
は

＝

鼠鼠濃
;酷Ｉ

プレゼントにぴったりの
小物がいっぱい

星雲
弓張美季氏

新
開
地
の
「
神
戸
ア
ー
ト
ピ
レ

ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
ア
ト
リ

エ
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
を
中
心
と
し
て
創
作

活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
「
美

術
作
家
の
ア
ト
リ
エ
」
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
布
型
２
回
の
一
般
公
開
」

の
他
、
頭
巾
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
と
し
て
、
昨
年
の
オ
ー

プ
ン
以
来
広
く
一
般
市
民
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
様
々
な
企
阿
を
行

っ
て
い
る
。

そ
の
成
果
を
披
露
す
べ
く
、
こ

の
３
月
過
日
か
ら
釦
日
ま
で
こ
れ

ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て

制
作
さ
れ
た
作
品
の
展
覧
会
が
、

Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
行
な

全
セ
ッ
ト
で
持
ち
た
い
と
い
う
夢

を
実
現
さ
せ
て
く
れ
る
レ
イ
ノ
ー

の
陶
磁
器
専
剛
鼎
店
、
ヘ
イ
シ
ョ
ウ
。

お
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
ん
で

選
ん
だ
イ
ン
ポ
ー
ト
小
物
な
ど
も

あ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
結
婚
・
出
産
の
内
祝
の
品

な
ど
に
ぴ
っ
た
り
。

ハ
ー
ト
型
シ
ュ
ガ
ー
￥
４
０
０
．
ク
マ
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
２
個
セ
ッ
ト
￥
６
０
０
．
下

か
ら
か
ぶ
せ
て
そ
の
ま
ま
注
げ
る
テ
ィ
ポ

ッ
ト
カ
バ
ー
￥
３
５
０
０
〜
４
８
０
０
．

リ
キ
ュ
ー
ル
グ
ラ
ス
￥
４
３
０
０

■
ヘ
イ
シ
ヨ
ウ

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
２
丁
目
７
・
６

神
戸
元
町
一
番
街
・
踊
昌
ビ
ル

公
０
７
８
（
３
３
１
）
３
６
５
８

☆
創
作
活
動
の
場
を
提
供

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
作
品
」
の

展
覧
会

園
神
戸
の
本
棚

☆
「
自
立
建
築
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

林
英
雄
・
山
田
利
行
著

一
瀞
§
》

畏
田
区
大
道
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ま
あ

ぷ
る
」
は
、
林
氏
の
設
計
、
「
自
立
建
築
」

第
一
号
。
自
立
、
す
な
わ
ち
災
害
に
傭
え

て
最
低
三
日
分
の
水
・
食
料
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
蓄
え
て
い
る
の
だ
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
の

受
け
手
と
な
っ
た
山
田
氏
と
供
に
自
立
建

築
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
被
災

者
・
専
門
家
・
地
域
の
一
住
民
と
し
て
の

視
点
か
ら
テ
ン
ポ
よ
く
繭
ら
れ
る
。
自
ら

の
住
に
つ
い
て
再
考
で
き
る
、
興
味
深
い

☆
恋
句
集
「
風
の
盆
」

中
野
文
摘
著

川柳大学文庫２
１０００円

☆
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
・
舞
台

技
術
学
校
平
成
９
年
度
生
募
集

、
と
き
３
月
杷
日
（
木
）
〜
釦
日
（
日
）

（
火
曜
休
緯
墜
拘
時
〜
伯
時

＠
と
こ
ろ
神
戸
ア
ー
ト
ピ
レ
ッ
ジ
セ
ン

タ
ー
（
１
Ｆ
・
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

査
０
７
８
（
５
１
２
）
５
５
０
０

わ
れ
る
。
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や

木
版
・
銅
版
画
な
ど
、
今
年
参
加

し
た
方
々
の
作
品
を
展
示
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ン
以
来
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ヅ

プ
の
記
録
ビ
デ
オ
等
も
放
映
予
定
。

神
戸
の
創
造
の
発
進
地
と
し
て

注
目
し
た
い
、

『

ピッコロシアター
ワークショップ作品より

識
農
蕊

風
の
盆
は
、
越
中
八
尾
の
町
で
行
わ
れ

る
盆
踊
り
。
正
は
、
台
風
除
け
と
豊
年
祈

願
の
為
の
も
の
だ
が
、
著
者
は
こ
の
町
の

匂
い
を
べ
ｌ
ス
に
、
胡
弓
の
音
と
流
れ
る

よ
う
な
踊
り
を
肌
で
鵬
じ
な
が
ら
、
恋
句

果
を
作
っ
た
Ｕ
川
柳
は
、
愛
、
と
い
う
彼

の
世
界
が
そ
こ
に
あ
る
。

★
「
ク
リ
ス
タ
ル
メ
モ
リ
ー
」

丸
山
か
お
り
著

辛
く
哀
し
い
思
い
出
も
、
水
晶
の
よ
う

に
い
つ
か
心
の
中
で
細
き
出
す
時
が
く
る

Ｉ
別
れ
た
は
ず
の
恋
人
と
の
再
会
に
、
妬

約
者
の
存
在
が
薄
れ
て
い
っ
て
・
・
Ｏ

Ｌ
‐
真
瑠
子
の
恋
の
行
方
は
？
若
い
男
女

の
心
の
動
き
を
追
っ
て
、
恋
と
友
情
が
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
か
れ
る
。

新
風
舎
１
３
０
０
円
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年
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
を
期
待
さ
れ

る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
が
必
勝
祈
願

を
行
っ
た
あ
と
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
・
ア

ト
リ
ウ
ム
で
フ
ァ
ン
待
望
の
感
謝

祭
が
開
催
さ
れ
１
２
０
０
人
の
フ

ァ
ン
が
詰
め
か
け
た
。
ヴ
ィ
ッ
セ

ル
神
戸
メ
ン
バ
ー
全
員
紹
介
の
あ

と
は
、
く
じ
引
き
で
選
ば
れ
た
選

手
と
と
も
に
サ
イ
ン
、
記
念
写
真
、

Ｐ
Ｋ
ゲ
ー
ム
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
認

定
な
ど
各
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
別
れ
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ゲ
ー
ム
や
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

で
約
３
時
間
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

ん
だ
。
新
加
入
の
選
手
に
よ
る
新

、
お
問
合
せ
兵
庫
県
立
尼
崎
青
少
年
創

造
劇
場
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
尼
崎
市
南

塚
口
町
３
．
打
・
８

公
０
６
（
４
２
６
）
１
９
４
０

☆
選
手
と
フ
ァ
ン
で
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
フ
ァ

ン
感
謝
祭
が
開
か
れ
る

校
で
は
、
如
名
を
募
集
。
調
歳
ま

で
。
な
お
、
制
限
外
で
も
学
校
顧

問
の
先
生
等
は
可
。

そ
の
他
、
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
で
は

劇
団
員
「
俳
優
」
を
募
集
。

２
月
１
日
、
暖
か
い
日
差
し
の

大
安
吉
日
の
日
。
生
田
神
社
に
今

「
ト
ア
・
ロ
ー
ド
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ

て
一
年
が
経
過
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

大
丸
前
か
ら
高
架
下
ま
で
が
、
ト

ア
ロ
ー
ド
商
店
街
東
亜
会
協
同
組

合
。
高
架
か
ら
生
田
新
道
ま
で
が

ト
ア
・
ロ
ー
ド
中
央
商
店
街
復
興

組
合
。
生
田
新
道
か
ら
外
国
人
倶

『
ま
ち
づ
く
り
会
社
』
を
創
る

花時計

ユ
ニ
プ
訓
１
ム
の
発
表
も
行
わ
れ

た
。
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
競
技
場
で
の

今
季
初
戦
は
ナ
ビ
ス
コ
カ
ヅ
プ
か

ら
。
神
戸
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を

応
援
し
よ
う
。

皿
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
控
Ｐ
の
ホ
ー
当
量
目
程
叩

３
月
８
日
（
土
）
幅
時
名
古
屋
グ
ラ
ン

パ
ス
エ
イ
卜

鎚
日
（
●
杢
灼
時
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
エ
広
島

調
日
（
土
）
幅
時
柏
レ
イ
ソ
ル

9２

楽
部
ま
で
が
ト
ア
・
ロ
ー
ド
山
手

会
。
と
三
つ
の
商
店
街
に
別
れ
て

い
た
。
こ
の
三
商
店
会
が
、
震
災

復
興
を
め
ざ
す
協
議
会
と
し
て
一

本
化
さ
れ
た
。
「
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
こ
の

一
年
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

活
発
に
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

展
開
し
て
き
た
．
会
長
に
嶋
田
勝

次
（
関
学
大
教
授
）
、
副
会
長
に
清

水
俊
夫
、
上
根
保
、
中
西
省
伍
、

光
井
章
の
各
氏
、
顧
問
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
高
田
昇
（
立
命
館
大

教
授
）
氏
が
就
任
、
地
元
の
若
手

経
営
者
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。

こ
の
協
議
会
で
街
づ
く
り
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
為
、
『
ま

１
１
１

ち
づ
く
り
会
逆
を
創
ろ
う
と
い
一

う
提
案
が
、
会
議
で
一
決
し
た
。

先
ず
は
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

滋
賀
県
長
浜
で
展
開
さ
れ
て
い
る

株
式
会
社
「
黒
壁
」
を
見
学
、
情

報
を
収
集
し
た
。
（
株
）
「
黒
壁
」

も
震
災
地
神
戸
か
ら
の
訪
問
と
あ

っ
て
懇
切
に
誠
意
を
尽
く
し
て
対

応
、
出
席
者
は
多
い
に
納
得
し
た
。

『
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
は
ア
メ
リ
カ

で
は
既
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
流

を
な
し
既
に
二
千
社
を
超
え
て
い

る
と
い
う
。
神
戸
復
興
の
先
陣
を

切
る
、
こ
の
会
社
に
多
い
に
期
待

し
た
い
。
〈
Ｙ
・
Ｙ
〉

ビンゴで当たると選手が自ら選
んだプレゼントがもらえた

六
○
ｍ
ｍ
万
○
ｍ
「

☆
国
立
民
族
博
物
館
（
吹
田
市
）
の
次

期
官
長
に
石
毛
直
道
・
第
一
研
究
部
長

（
五
九
）
が
内
定
。
任
期
は
四
月
か
ら
閥

年
。
京
大
人
文
科
学
研
究
所
助
手
、
甲

南
大
学
助
教
授
、
民
博
助
教
授
か
ら
八

六
年
に
教
授
に
。
食
文
化
研
究
者
と
し

て
、
神
戸
の
食
文
化
学
に
貢
献
度
が
大

き
い
。

★
ラ
グ
ビ
ー
ｎ
本
代
表
の
新
監
督
に
、

神
戸
製
鋼
の
平
尾
誠
二
氏
（
三
四
）
が

二
月
十
九
日
に
就
任
が
決
定
。
神
戸
製

鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
の
大
八
木
選
手
が
引
退
。

Ｖ
７
の
偉
業
に
拍
手
！

★
今
岡
頚
子
群
師
団
の
、
今
岡
頒
子
・

加
藤
き
よ
子
さ
ん
が
自
宅
を
柊
帳
。
新

住
所
は
〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区
山
本

通
一
丁
目
六
ノ
ー
六
壷
０
７
８
（
２
４

１
）
２
６
５
６

★
神
戸
能
楽
協
会
の
元
会
長
・
観
世
流

師
範
・
藤
井
久
雄
師
（
八
九
）
が
、
二

月
十
八
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
二
月
十
四
日
（
金
）
午
後
六
時
か
ら
、

神
戸
酒
文
化
懇
談
会
（
東
灘
区
御
形
石

町
一
ノ
ー
ノ
丘
木
村
酒
造
（
株
）
盃

（
８
５
１
）
０
２
６
０
）
の
主
雌
で
「
し

ぼ
り
た
て
を
楽
し
む
夕
べ
」
が
、
神
戸

ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
（
３
Ｆ
）
で

開
催
／
会
費
一
万
円
。
「
酒
米
よ
も
や
ま

話
」
前
田
茂
氏
誰
演
。
参
加
蔵
／
大
黒

正
宗
、
酒
豪
、
福
需
、
瀧
鯉
灘
泉
。
神

戸
地
酒
金
賞
会
参
加
蔵
。

★
ま
ち
づ
く
り
（
株
）
コ
ー
・
プ
ラ
ン

（
小
林
郁
雄
、
細
野
彰
、
上
山
卓
、
天
川

佳
美
、
吉
原
誠
、
吉
川
健
一
郎
）
が
、

宮
脇
壇
さ
ん
の
設
計
で
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

で
再
建
。
〒
６
５
７
灘
区
楠
丘
町
二
丁

目
五
番
二
○
号
窓
０
７
８
（
８
４
２
）

２
３
１
１
Ｆ
ａ
ｘ
Ｏ
７
８
（
８
４
２
）

２
２
０
３

☆
訂
正
と
お
わ
び
／
一
一
月
号
一
二
宮
写
真

室
の
広
告
掲
戟
の
電
話
番
号
が
間
違
っ

て
い
ま
し
た
。
公
０
７
８
（
２
４
１
）

５
５
３
０

★
訂
正
と
お
わ
び
／
二
月
ロ
万
・
平
成
九

年
酒
徒
番
附
選
考
座
談
会
選
考
委
員
の

前
田
篤
良
氏
の
肩
書
は
神
戸
新
聞
社
論

説
委
員
で
す
。

１
６
－
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集
え
！
隠
れ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

神
戸
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
な
る
？

☆
待
た
れ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
出
現

こ
の
出
資
の
お
か
げ
で
池
田
先
生
も
言
っ
て

い
た
よ
う
に
神
戸
は
情
報
環
境
は
世
界
一
と
言

っ
て
も
い
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
神
戸
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
高
速
の
通
信
回
路
は
通
常
な
ら
ば
送

信
す
る
の
に
皿
分
か
か
る
画
像
を
叩
秒
で
送
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
。

将
来
的
に
デ
ジ
タ
ル
産
業
の
花
開
く
環
境
の
整

っ
た
神
戸
で
、
次
に
待
た
れ
る
の
は
「
人
材
」

で
あ
る
と
い
う
。
「
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
）
の
技
術
や
知
識
が
あ
っ
て
、
か

つ
物
語
の
作
れ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
神
戸
へ
誘

致
す
る
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
神
戸
で
暮
ら
す
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
彼
等
が
活
曜
で
き
る
産
業

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
。
産
業
が
先

か
、
人
材
が
先
か
。
そ
の
人
材
及
び
産
業
育
成

の
た
め
の
教
育
ソ
フ
ト
を
作
る
の
も
蒲
池
さ
ん

た
ち
の
仕
事
な
の
だ
。
う
ず
も
れ
て
い
る
人
材

発
掘
を
行
う
た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
や
シ
ョ
ー
も

行
わ
れ
、
よ
う
や
く
神
戸
は
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

届 、

…
。
「
震
災
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

発
信
な
ど
が
注
目
を
集
め
て
、
神
戸
を
憤
報
イ

ン
フ
ラ
の
モ
デ
ル
都
市
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
郵
政
省
か
ら
多
額
の
予
算
が
出
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
一
気
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
リ

ァ
リ
テ
ィ
を
帯
び
て
き
た
ん
で
す
常

☆
紬
叩
戸
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
７
．

震
災
前
か
ら
耳
に
し
て
い
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
」

（
キ
メ
ッ
ク
）
と
い
う
言
葉
。
神
戸
の
Ｋ
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
Ｉ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

の
Ｍ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
Ｅ
、
シ
テ

ィ
の
Ｃ
で
「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
」
。
訳
し
て
「
神
戸

国
際
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
文
化
都
市
構
想
」
。
長

す
ぎ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
神
戸
を
ア
メ

リ
カ
の
最
先
挫
鯉
奴
術
を
誇
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

に
し
よ
う
っ
て
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
計
画

だ
．
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
の
一
つ
と
な
る

「
デ
ジ
タ
ル
映
像
研
究
所
」
の
事
業
実
現
が
神

戸
製
鋼
の
茄
池
さ
ん
の
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事

だ
。
デ
ジ
タ
ル
映
像
研
究
所
っ
て
？
「
具
体
的

に
言
う
と
、
神
戸
市
が
ポ
ー
ア
イ
２
期
に
建
設

予
定
し
て
い
る
キ
メ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
と
連
概
し

て
ハ
イ
テ
ク
映
像
の
制
作
ス
タ
ジ
オ
や
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
育
成
の
た
め
の
機
能
を
持
っ
た
場
所

で
す
」
。

つ
ま
り
神
戸
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
映
像
加

工
な
ん
か
も
行
え
る
環
境
を
作
ろ
う
と
い
う
わ

け
。
何
か
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
よ
う
に
思
う
が

、

ポートアイランド2 期に建
設予定のパイロットビルの
イメージ（デジタル映像研
究所）

その５
神
戸
製
鋼
・
情
報
シ
ス
テ
ム
部
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
担
当
部
長
蒲
池
孝
一
さ
ん

ノ

ＫＩＭＥＣのホームページにも登
場する愛犬ジョンと蒲池さん野目

③
蒲
池
孝
一

愛
知
県
知
多
半
島
出
身
。
１
９
７
０
年
神
戸
製
鋼
入
社
。

蒲
池
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

忘
号
ミ
言
君
署
・
丙
自
国
具
昌
冨
目
昌
８
ヶ
の
台

☆
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
仮
設
住
宅
の
狭
間
で

一
方
で
、
蒲
池
さ
ん
は
個
人
的
に
震
災
で
被

災
し
た
人
た
ち
の
住
宅
の
再
建
を
可
能
に
す
る

新
し
い
国
民
的
保
障
制
度
の
確
立
を
目
指
し
有

志
と
活
動
中
で
あ
る
。

「
ま
だ
仮
設
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
神
戸

で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
何
億
も
の
投
資
を
す
る

事
に
対
し
て
個
人
的
に
は
憤
り
が
あ
る
ん
で

す
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
い

い
け
ど
、
ま
ず
普
通
に
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
で

き
な
け
れ
ば
と
」
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
最
先
端
を
走
り
な
が
ら

も
、
目
の
前
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て

い
る
人
な
の
で
あ
る
。
桑
望
呼
中
村
り
〜
〉

た
と
い
う
階
段
の
よ
う
だ
。
最
先
端
の
映
像
技

術
を
学
び
に
ア
メ
リ
カ
に
行
く
必
要
は
な
く
な

り
そ
う
で
あ
る
。
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メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
非
常
に
多
く
の
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
ご
好
評
を
早
春
の
風
が
舞
う
神
戸
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い

、
的
で
、
お
し
ゃ
れ
な
住
宅
が
建
ち
並
び
、
輸
入
住
宅
の
展
示
場
と
し
て
白
分
た
ち
の
手
で
も
の
を
創
り
出
す
感
動
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

参
画
希
望
業
者
を
対
象
に
、
各
禰
の
情
報
提
供
や
技
術
研
修
な
ど
も
行
念
品
を
お
渡
し
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
一
外
国
人
技
能
者
と
日
噸

紹
介
し
な
が
ら
、
住
宅
建
設
を
支
援
す
る
相
談
業
務
を
実
施
し
た
り
、
ズ
ラ
リ
ー
』
も
そ
の
一
つ
で
す
。
五
間
以
上
正
解
さ
れ
た
方
に
は
、
記

総
合
セ
ン
タ
ー
」
。
被
災
者
の
一
日
も
早
い
住
ま
い
の
復
興
を
進
め
て
企
画
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
出
展
国
の
様
子
や
、
輪

例
え
ば
、
輸
入
住
宅
の
気
に
入
っ
た
点
に
つ
い
て
は
『
間
取
り
と
デ
ザ

行
く
な
か
で
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
多
種
多
様
な
輸
入
住
宅
の
モ
デ
ル
を
入
住
宅
の
知
識
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
け
る
零
デ
ル
ハ
ゥ
ス
ク
ィ

検
討
も
容
易
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

反
応
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
国
内
一
の
規
模
。
県
内
外
か
ら
の
観
光
ツ
ア
ー
に
も
組
み
込
ま
れ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を
ご
用
意
い
た
だ
け
れ

費
用
の
内
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
明
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
価
格
等
の
比
岐
●
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
（
十
五
日
の
み
）

イ
ン
が
い
い
』
と
の
回
答
が
一
位
を
占
め
ま
す
。
部
屋
の
広
さ
、
色
あ
『
オ
ー
プ
ン
一
周
年
記
念
フ
エ
Ｚ
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
谷
口
課
長
に
、
輸
入
住
宅
に
対
す
る
来
場
者
の
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
』
や
、
土
眼
日
に
は
世
界
の

る
な
ど
、
本
年
二
月
二
十
一
二
日
に
は
、
来
場
者
が
二
十
万
人
を
超
え
ま
ぱ
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
気
分
を
体
験
で
き
る
『
ホ
ー

催
し
、
来
場
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
開
放
的
な
輸
入
住
宅
に
ふ
さ
わ
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
『
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
』
下
車
す
ぐ

が
『
価
格
・
コ
ス
ト
』
で
し
た
。
公
開
し
て
い
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
は
、
●
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
ク
ィ
ズ
ラ
リ
ー
（
十
六
日
ま
で
）

「
当
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
以
来
『
価
格
差
が
分
か
る
住
宅
展
示
』
を
で
、
ご
家
族
、
お
友
達
連
れ
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
」

に
把
握
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
せ
ん
か
。
き
っ
と
新
し
い
ゆ
と
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
が
み
つ
か
り
ま
す
。

お
話
を
お
伺
い
し
た
人
谷
口
要
治
さ
ん
（
ひ
ょ
う
ご
輸
入
住
宅
総
合
セ
ン
タ
‐
課
長
）

い
、
良
質
で
低
廉
な
輸
入
住
宅
の
建
設
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
て
い
る
訳
で
す
が
、
よ
り
来
場
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
っ
ぱ
い
の
『
ひ
ょ
う
ご
輸
入
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
』
に
出
か
け
て
み
ま

し
い
来
場
者
参
加
型
の
同
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
谷
口
課
長
は
続
け
ま
す
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
八
（
八
五
七
）
八
二
一

い
な
ど
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
ｅ
外
国
人
技
能
者
と
日
曜
大
工
（
十
六
日
の
み
）

っ
て
も
ら
お
う
と
、
三
月
十
六
ｕ
ま
で
『
一
周
年
記
念
フ
ェ
ア
』
を
開
神
戸
市
東
灘
区
向
洋
町
中
六
・
十
二
（
展
示
場
）

昨
年
三
月
二
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ひ
ょ
う
ご
輸
入
住
宅
「
ま
ず
、
来
場
者
の
皆
様
自
身
が
、
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
展
示
場
に
は
、
七
カ
国
三
十
四
戸
の
開
放
緒
に
木
製
の
椅
子
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
に
ふ
れ
る
喜
び
、

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
輸
入
住
宅
の
魅
力
を
知
ひ
ょ
う
ご
輸
入
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー

お
菓
子
、
お
も
ち
ゃ
を
集
め
た
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
な
ど
も
開
設
し
ま
す
の

■
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ひ
ょ
う
ご
輸
入
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー

一
周
年
記
念
フ
ェ
ア
を
開
催
中

大
工
」
で
は
、
外
国
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
技
術
者
と
直
接
触
れ
合
い
一

●
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
ヲ
ェ
ア
期
間
中
の
平
日
） １

９４

１ノ
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中低所得の被災者が賃借
する民間賃貸住宅などの家
賃補助を、次のように拡充
します。なお、受付開始時
期については追ってお知ら
せします。

生活再建を‘めざして
「
４《 民間賃貸住宅の家賃を軽くした家 い…

民間賃貸住宅の家賃補助の充実は？ 輔助対象割
賃貸住宅の経営者など（家主）
〔家賃軽減対象者〕
①年間収入が一定塾華（給与所得者の場合、４人
世帯で6 , 8 2 6 千円）以下で、②震災時に入居して
いた住宅を失い、③阪神・淡路大震災復興基金
によるほかの鋤住宅支援制度を現に利用していな
い被災者
〔申請先〕各市町担当課
〔問い合わせ〕各市町担当課

各総合住宅相談所

活再建のためのお金が

｜’

生 ■●■ ＄ｒ
Ｌ

仮設住宅入居者をはじめ、被災者
一人ひとりの生活実態に即して、き
め細かな生活支援策（生活復興支援
詳細プログラム）を展開します。
なお、生活復興資金貸付金につい
ては、年間総収入が1 0 0 万円未満の方
も対象とするなど一層利用しやすく
なりました。（２月2 4 日から実施済）

9 ６

生活の自立再建への支援は？
生活資金

貸付対象

貸付限度額

償還期間

貸付利率

問い合わせ

生活復興資金貸付金

全
の
が

半壊（焼）のり災証明書
交付を受けた総所得金額
6 9 0 万円以下の被災者

蕊この他にも条件があります

1 0 0 万円以内（４月目途に
3 0 0 万円に拡充予定）

6 年以内（うち据置期間1 年）

3 ％（全額利子補給、
実質無利子）

県生活復興推進課垂０７８（3 6 2 ）４０２２

被災高齢者世帯等生活再壷授令
(仮称）〈４月実施予定〉

に移転し、‐一定の
たす被災高齢者世

帯などに月額1 万5 千円～２
万5 千円を原則5 年間支給

( ３月中に、捌睦お知らせします）

生活福祉資金貸付

仮設住宅などの仮住まいか
ら恒久住宅へ移転する低所
得世帯、高齢者世帯、身体
者
帯
害
世
陣
者

世帯および精神薄弱

5 0 万円以内

6 年以内（うち据置期間1 年）

3 ％（全額利子補給、
実質無利子）

県社会福祉協議会
壷0 7 8（2 4 2）７９４４

年度

8年度

9年腿

10年度

11年度

12年度

家貨6 万円以上の喝合

改正前

3 万円

3 万円

2 万円

1 万円

÷改正後

3 万円

1 万5 千円

家賃6 万円未満の場合

改正前一

家賃の1 / ２

家賃の1 / ２

家賃の1 /３

家賃の1/６

改正後

家賃の1 / ２

家貨の1 脚
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1 5 0 0 0 Ｆ 13.10［

9７

Ｆ
Ｌ 》早く公営住宅に入りたい入 ■●■

業に首識…駕誤阿露

慨I芸｣萎嬉J蕊肌I…

災害復興（賃貸）公営住宅は、いつ完成？

「恒久住宅への移行のための総合プログラム」（3 8 , 6 0 0戸）のうち、
1 1 , 9 1 5 戸が入居決定（平成9 年１月末現在) 。平成9 年度末までには、
2 8 , 4 0 0 戸、平成1 0 年度末までには、全戸供給見通し。平成ｎ年度上期
の入居完了をめざします。
また、所得や住宅の立地およびタイプに応じて、現行家賃を低減

化。さらに、低所得者については、一定期間、より一層家賃を低減
します。

〔問い合わせ〕
県住まい復興推進課壷07 8 ( 3 6 2 ) 4 3 1 0

2 5 0 0 0 Ｆ

2 0 0 0 0 1 ｰ １８，８００
匹ﾌ 、）

《
上半期下半期上半期下半期上半期下半鵬

' 回司ｎＦ

被災者の住宅再建・購入を支援する「被災者住宅購入支援事業」
｢ 被災者住宅再建支援事業」「民間住宅共同化支援利子補給」および
｢ 被災マンション建替支援利子補給」のうち1 0 年間利子補給する制度
について、次のように拡充します。（４月実施予定）

､ …

〔1 0 年型利子補給の主な条件〕
，面的整備事業の区域内で被災し、新市街地などで住宅を建設する者
，面的整臓喋などの区域内で被災し､ 災害復興( 分譲) 住宅を購入する者
・被災マンションを自ら建て替える区分所有者
・民間共同化住宅を建設または雌入する者
〔申請先〕当該融資を受けた金融機関
〔問い合わせ〕各総合住宅相談所
神戸中央公078(360)2536
三宮a O 7 8 ( 2 6 1 ) 9 4 1 1
神戸西盃0 7 8 ( 7 3 1 ) 6 9 6 2
東灘壷0 7 8 ( 8 4 3 ) 8 6 5 0
芦屋a O 7 9 7 ( 3 1 ) 6 9 2 7
西宮壷0 7 9 8 ( 6 3 ) 5 5 5 0
尼崎分室壷０６(489)6721
宝塚a O 7 9 7 ( 8 1 ) 9 5 9 0

持ち家再建の補助対象拡大は？

、
４持ち家を再建（購入）したし

区分

住宅金融公庫など

県･ 市単独融資

民間融資

償還1 ～5 年目

3％

3％

1 , 9 2 5％以内

償還6 ～1 0 年目

改正前→改下後

融資利率－３％

なし

なし

1 ％（固定）

1 ％（固定）

0 . 5％（固定）
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「
そ
う
や
ね
・
・
・
…
田
中
さ
ん
、
他
に
何
か
良
い
乾
杯
の
理
由
あ

ら
へ
ん
？
」
と
、
三
白
眼
の
目
で
田
中
氏
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
サ
キ

が
言
っ
た
。
そ
れ
は
、
心
の
中
ま
で
見
透
か
そ
う
と
す
る
よ
う
な
、

真
剣
で
粘
り
気
の
あ
る
視
線
だ
っ
た
。
そ
の
目
に
見
つ
め
ら
れ
て
い

る
と
、
田
中
氏
は
な
ん
と
な
く
ド
ギ
マ
ギ
し
た
。
も
し
、
サ
ン
グ
ラ

ス
を
か
け
て
い
な
け
れ
ば
、
あ
る
こ
と
な
い
こ
と
す
べ
て
告
白
し
て

し
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
て
良
か
っ
た
と

田
中
氏
は
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

サ
キ
の
顔
は
、
唇
も
眉
も
ア
イ
ラ
イ
ン
も
化
粧
が
濃
す
ぎ
て
、
ま

る
で
顔
と
い
う
キ
ャ
ン
バ
ス
に
本
来
の
造
作
と
は
別
の
新
し
い
造
作

を
描
い
て
る
よ
う
に
し
か
田
中
氏
に
は
思
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

化
粧
の
施
し
よ
う
の
な
い
三
白
眼
の
瞳
そ
の
も
の
は
実
に
美
し
か
っ

た
。
雪
解
け
の
水
を
湛
え
た
湖
の
よ
う
で
い
て
、
男
に
向
か
っ
て
訴

え
か
け
て
く
る
よ
う
な
熱
く
煮
え
た
ぎ
る
も
の
を
底
に
秘
め
て
い

た
。
そ
の
瞳
で
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
と
、
き
っ
と
変
に
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
田
中
氏
は
思
っ
た
。

乾
杯
が
終
わ
っ
て
も
、
サ
キ
は
片
手
に
グ
ラ
ス
を
持
っ
た
ま
ま
、

も
う
一
方
の
手
で
頬
杖
を
つ
き
、
じ
っ
と
田
中
氏
の
顔
か
員
祝
線
を

外
さ
な
か
っ
た
。

見
つ
め
ら
れ
て
か
ら
、
も
う
五
分
は
た
っ
て
い
た
。
こ
う
な
る
と
、

田
中
氏
は
少
し
薄
気
味
悪
さ
を
覚
え
た
。

僕
の
顔
は
そ
ん
な
に
興
味
を
ひ
く
も
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
さ

っ
き
は
白
人
に
ハ
ン
サ
ム
ポ
ー
イ
っ
て
言
わ
れ
た
け
れ
ど
。
：
…
サ

ン
グ
ラ
ス
で
目
は
隠
し
て
い
る
も
の
の
、
目
は
細
い
し
、
鼻
だ
っ
て

低
い
し
、
た
ら
こ
の
よ
う
に
厚
い
唇
だ
っ
て
と
て
も
魅
力
的
と
は
：

田
中
氏
は
サ
キ
の
粘
り
着
く
よ
う
な
視
線
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

天
井
で
ゆ
っ
く
り
と
回
り
続
け
て
い
る
年
代
も
の
の
扇
風
機
か
ら
壁

に
か
か
っ
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
絵
、
さ
ら
に
は
磨
き
あ
げ
ら
れ

た
木
目
の
床
へ
と
次
々
と
視
線
を
走
ら
せ
た
。
そ
れ
で
も
、
サ
キ
は

田
中
氏
か
ら
一
向
に
調
膳
密
琶
反
ら
さ
な
か
っ
た
。

困
っ
た
な
。
こ
ん
な
に
じ
ろ
じ
ろ
見
な
く
て
い
い
の
に
。
い
っ
た

い
な
ん
の
た
め
な
ん
だ
？
俺
を
観
察
？
そ
れ
と
も
、
か
ら
か
つ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
：
．
：
。
い
っ
た
い
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
ん
だ
？

田
中
氏
は
当
惑
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
も
っ
て
き
て
「
あ
な
た
の
髪

形
と
っ
て
も
す
て
き
ね
。
そ
の
サ
ン
グ
ラ
ス
も
決
ま
っ
て
る
し
。
そ

の
向
こ
う
に
ど
ん
な
目
が
隠
さ
れ
て
る
の
か
、
あ
た
し
す
ご
く
興
味

が
あ
る
の
」
と
、
甘
く
け
だ
る
い
し
ゃ
べ
り
方
で
話
し
か
け
ら
れ
た

も
の
だ
か
ら
、
田
中
氏
は
思
わ
ず
頭
の
か
つ
ら
に
手
を
や
り
、
そ
の

弾
み
で
危
う
く
そ
れ
を
剥
が
し
そ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
慌
て
て
ジ
ー

ン
ズ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
や
り
、
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
す
と
額
の
汗

を
拭
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
救
い
を
求
め
る
よ
う
に
鈴
木
に
目
を
向
け

た
。と

こ
ろ
が
鈴
木
は
、
そ
ん
な
田
中
氏
の
視
線
を
無
視
す
る
と
、
水

で
も
飲
む
よ
う
に
バ
ー
ボ
ン
を
一
気
に
飲
み
干
し
、
「
じ
ゃ
あ
、
俺

ち
ょ
っ
と
用
事
が
あ
る
か
ら
」
と
言
っ
て
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
。
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」
と
田
中
氏
が
声
を
か
け
た
が
、
鈴
木
は

無
視
し
て
そ
の
ま
ま
ド
ア
の
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。
田
中
氏
は
慌
て

た
。
こ
ん
な
に
早
く
二
人
に
さ
れ
て
も
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
ね
」
と
サ
キ
に
言
う
と
、
彼
女
を
ソ
フ
ァ

に
残
し
た
ま
ま
慌
て
て
田
中
氏
は
鈴
木
の
後
を
追
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

彼
女
と
二
人
き
り
に
な
れ
る
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
し
、
鈴
木
が
わ

ざ
と
そ
う
し
た
状
況
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
く
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
て

も
い
た
が
、
こ
の
後
を
ど
う
や
り
過
ご
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
田

中
氏
は
ま
だ
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の
だ
。

入
り
口
の
ド
ア
の
と
こ
ろ
で
鈴
木
を
捕
ま
え
る
と
、
田
中
氏
は

「
も
う
少
し
一
緒
に
い
て
く
れ
よ
。
な
、
頼
む
よ
、
友
達
だ
ろ
」
と
、

鈴
木
に
懇
願
し
た
。

「
何
言
っ
て
ん
だ
よ
。
き
ょ
う
は
お
ま
え
の
デ
ー
ト
だ
よ
、
お
ま

え
の
。
付
き
添
い
付
き
な
ん
て
あ
る
か
よ
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
」

「
３
Ｐ
は
苦
手
な
ん
だ
よ
、
怖
匡

「
３
Ｐ
だ
な
ん
て
そ
ん
な
下
品
な
こ
と
言
わ
ず
に
」

「
な
に
言
っ
て
ん
だ
。
今
日
の
お
ま
え
ぱ
っ
ち
り
決
ま
っ
て
る
よ
。

１
９９
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１

な
人
と
友
達
に
な
れ
て
幸
せ
や
っ
て
」
と
、
サ
キ
が
言
っ
た
。
田
中

氏
は
バ
ー
ボ
ン
の
酔
い
で
は
な
く
、
恥
ず
か
し
さ
で
顔
が
赤
く
な
っ

た
。
俺
が
フ
ラ
ン
ス
語
が
ぺ
ラ
ペ
ラ
？
俺
が
芸
術
家
？
よ
く
言

う
よ
。
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
に
は
憧
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
そ

れ
だ
け
の
こ
と
な
の
に
。

「
あ
い
つ
は
あ
な
た
の
よ
う
に
ま
と
も
や
な
い
わ
よ
◎
い
ろ
い
ろ

危
な
い
橋
渡
っ
て
る
わ
。
法
律
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
歩
い
て
る
わ
よ
・

そ
れ
に
す
ご
く
い
い
か
げ
ん
や
し
。
そ
の
点
、
あ
な
た
っ
て
、
ほ
ん

と
真
面
目
そ
う
ね
。
真
面
目
が
服
着
て
る
っ
て
感
じ
」

「
面
白
み
が
な
い
ん
だ
、
俺
っ
て
。
退
屈
で
つ
ま
ら
な
い
男
な
ん

だ
。
話
し
て
る
最
中
に
相
手
か
ら
よ
く
欠
伸
さ
れ
る
ん
だ
。
自
分
で

も
つ
ま
ら
な
い
こ
と
話
し
て
る
な
、
っ
て
嫌
気
が
さ
し
て
く
る
こ
と

画
も
陸
あ
る
し
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
わ
よ
」
と
、
言
い
な
が
ら
、
サ
キ
は
慌
て
て

欠
伸
を
か
み
殺
し
た
。

「
あ
な
た
見
て
た
ら
、
な
ん
か
純
粋
な
感
じ
す
る
ん
よ
・
や
っ
ぱ

り
本
物
の
芸
迩
家
は
違
う
な
っ
て
」

「
ぼ
く
が
姉
慨
秤
？
」

司
ｂ
し
か
し
て
、
あ
な
た
童
貞
な
ん
や
な
い
？
」

「
ド
ウ
テ
イ
？
」

「
そ
う
。
こ
ん
な
こ
と
聞
い
た
ら
変
な
ん
か
し
ら
？
」

「
。
。
。
●
」

「
あ
た
し
の
ほ
う
が
あ
な
た
よ
り
ず
っ
と
若
い
で
し
よ
。
で
も
、

あ
な
た
見
て
た
ら
、
な
ん
か
ウ
ブ
や
な
っ
て
感
じ
が
す
る
か
ら
」

「
そ
う
か
な
。
そ
う
で
も
な
い
よ
。
俺
だ
っ
て
男
だ
か
ら
、
風
俗

と
か
は
い
る
い
ろ
と
経
験
豊
富
な
ん
だ
」

バ
ー
ボ
ン
の
グ
ラ
ス
を
一
気
に
飲
み
干
す
と
、
そ
の
種
の
経
験
は

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
田
中
氏
は
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ

ン
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
週
刊
誌
で
読
ん
だ
風
俗
記
事
の
中
身
を
受

け
売
り
し
て
次
々
に
話
し
た
。
サ
キ
は
嬉
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら
バ

ー
ボ
ン
を
田
中
氏
の
空
の
グ
ラ
ス
に
注
い
だ
。

「
そ
う
か
。
風
俗
に
は
行
っ
て
は
る
の
。
ふ
－
ん
。
そ
ん
な
風
に

は
見
え
な
い
け
ど
。
そ
れ
や
っ
た
ら
も
し
か
し
て
あ
た
し
と
会
っ
た

１
００

１

な
、
自
信
を
持
て
よ
。
肩
の
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
け
ば

い
い
ん
だ
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

「
で
も
、
僕
、
女
性
と
二
人
き
り
に
な
る
と
」

「
何
言
っ
て
ん
だ
。
結
婚
す
る
と
ず
っ
と
二
人
き
り
だ
ぞ
」

「
で
も
、
君
が
い
な
い
と
彼
女
寂
し
が
る
よ
」

「
大
丈
夫
さ
。
サ
キ
は
賑
や
か
で
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ
だ
し
。
力
抜
い

て
い
け
ば
き
っ
と
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
く
よ
」

「
行
く
と
こ
ろ
ま
で
っ
て
何
が
」

「
だ
か
ら
、
男
と
女
の
関
係
さ
・
決
ま
っ
て
る
だ
る
」

「
そ
ん
な
」

「
何
言
っ
て
ん
だ
。
セ
ッ
ク
ス
は
い
い
ぞ
。
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
し
肩
凝
り
だ
っ
て
と
れ
る
ぞ
」

「
そ
ん
な
急
に
セ
ッ
ク
ス
だ
な
ん
て
、
そ
ん
な
の
早
す
ぎ
る
よ
」

「
じ
ゃ
あ
、
他
に
何
が
あ
る
ん
だ
？
」

「
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
た
り
」

「
話
な
ん
て
ど
う
だ
っ
て
い
い
と
思
う
け
ど
。
ま
あ
、
話
し
た
け

り
や
、
話
せ
ば
い
い
さ
。
と
に
か
く
、
頑
張
れ
よ
。
じ
ゃ
あ
な
」

冷
た
く
言
い
放
つ
と
、
ド
ア
の
鍵
を
田
中
氏
に
手
渡
し
鈴
木
は
足
早

に
出
て
い
っ
た
。

サ
キ
の
い
る
テ
ー
ブ
ル
に
戻
っ
た
田
中
氏
は
「
鈴
木
の
や
つ
、
な

ん
か
急
ぎ
の
用
が
あ
る
ん
だ
っ
て
」
と
、
ハ
ン
カ
チ
で
額
の
汗
を
拭

い
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ら
し
い
わ
ね
。
さ
っ
き
も
公
園
で
そ
ん
な
風
な
こ
と
言
っ
て
た

わ
。
い
い
じ
ゃ
な
い
、
気
に
せ
ず
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
こ

ん
な
凄
い
店
に
来
て
る
ん
や
も
の
。
こ
こ
が
自
分
の
家
だ
っ
て
思
え

ば
す
ご
く
リ
ッ
チ
な
気
分
に
な
る
や
な
い
？
」

サ
キ
は
飲
み
か
け
の
田
中
氏
の
グ
ラ
ス
に
バ
ー
ボ
ン
を
つ
ぎ
た
し

た
。

「
悟
郎
が
言
っ
て
た
け
ど
、
あ
ん
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
事
、
と
っ

て
も
詳
し
い
ん
で
し
よ
？
フ
ラ
ン
ス
語
ぺ
ラ
ペ
ラ
な
ん
や
て
ね
。

そ
れ
に
、
堅
気
の
仕
事
し
て
る
け
ど
、
ほ
ん
と
は
す
ご
い
芸
術
家
な

ん
や
て
？
映
画
や
芝
居
も
作
っ
て
る
ん
で
し
よ
。
あ
ん
た
の
こ
と

す
ご
い
尊
敬
し
て
る
っ
て
、
あ
い
つ
言
っ
て
た
わ
。
あ
な
た
み
た
い
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か
も
し
れ
へ
ん
わ
れ
」

家
云
っ
た
？
」

「
わ
か
る
で
し
よ
、
あ
た
し
の
こ
の
恰
好
見
て
た
ら
。
結
構
ケ
バ

い
で
し
よ
」

「
そ
う
で
も
な
い
よ
」

「
無
理
し
な
く
て
も
い
い
ん
よ
。
も
っ
と
正
直
に
な
ら
ん
と
。
思

っ
た
こ
と
そ
の
ま
ま
口
に
し
な
い
と
疲
れ
る
わ
よ
・
口
に
ハ
ー
ド
ル

張
り
巡
ら
し
て
る
と
ほ
ん
ま
疲
れ
る
わ
よ
」

亜
愈
な
ん
か
し
て
な
い
よ
」

「
そ
う
か
な
…
・
・
・
・
あ
た
し
ね
。
初
め
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

の
店
で
バ
イ
ト
し
て
た
ん
よ
・
で
も
疲
れ
る
割
に
賃
金
い
う
ん
か
な
、

そ
れ
安
い
ん
よ
。
そ
の
う
ち
に
誘
わ
れ
て
ク
ラ
ブ
で
働
い
て
た
の
。

そ
れ
か
ら
、
店
に
来
て
た
お
客
さ
ん
の
経
営
す
る
ス
ナ
ッ
ク
に
か
わ

っ
て
…
…
そ
こ
で
悟
郎
、
鈴
木
さ
ん
ね
。
あ
の
人
と
知
り
合
っ
て
、

あ
い
つ
の
勧
め
で
風
俗
に
転
向
し
た
の
」

「
あ
い
つ
が
？
」

「
そ
う
。
物
凄
く
儲
か
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
て
・
・
・
…
ほ
ん
と
よ
・

ほ
ん
と
に
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
何
倍
も
儲
か
る
ん
よ
・
出
費

も
嵩
む
け
ど
。
だ
か
ら
、
Ｏ
Ｌ
と
か
普
通
の
仕
事
に
嫌
気
が
さ
し
た

人
が
一
杯
働
き
に
き
て
る
わ
。
収
入
の
こ
と
考
え
る
と
地
道
に
働
く

な
ん
て
馬
鹿
ら
し
く
な
る
も
の
。
で
も
、
風
俗
っ
て
バ
ブ
ル
み
た
い

な
と
こ
あ
る
や
ん
。
聞
い
て
る
？
あ
た
し
の
話
？
」
「
聞
い
て

る
よ
、
ち
ゃ
ん
と
」

「
だ
っ
た
ら
い
い
け
ど
。
気
分
悪
い
ん
と
違
う
？
」

「
い
や
。
ち
ょ
っ
と
寝
不
足
な
ん
だ
」

「
面
白
く
な
か
っ
た
ら
や
め
て
え
え
ん
よ
。
あ
た
し
の
身
の
上
話

な
ん
か
つ
ま
ら
な
い
と
思
う
し
：
・
・
・
・
サ
ン
グ
ラ
ス
し
て
は
る
で
し

よ
。
な
ん
か
反
応
見
え
へ
ん
か
ら
凄
く
不
安
や
の
。
外
し
て
貰
っ
た

ら
嬉
し
い
ん
や
け
ど
。
で
も
、
芸
術
家
っ
て
結
構
シ
ャ
イ
や
か
ら
．

お
客
さ
ん
の
中
に
も
そ
ん
な
人
い
た
わ
。
素
っ
裸
に
な
っ
て
も
、
絶

対
サ
ン
グ
ラ
ス
は
外
さ
な
か
っ
た
人
っ
て
」

哀
ブ
も
や
っ
て
る
の
？
」

「
何
を
？
」

「
だ
か
ら
そ
の
仕
事
」

「
こ
の
間
引
退
し
た
の
。
悟
郎
は

残
念
が
っ
て
た
け
ど
。
で
も
、
も
う

し
ん
ど
い
し
…
・
あ
た
し
ね
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
サ
ッ
ジ
と
か
ソ
ー

プ
と
か
イ
メ
ク
ラ
と
か
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
風
俗
経
験
し
た
わ
。
白
科
事

典
の
風
俗
の
項
目
の
体
験
談
や
っ
た

ら
あ
た
し
講
演
で
も
で
き
る
ん
と
違

う
や
ろ
か
。
で
も
、
本
業
や
な
い
ん

よ
。
あ
た
し
、
こ
れ
で
も
一
応
美
大

の
学
生
な
ん
よ
」

室
圭
大
？
す
ご
い
な
」

「
く
つ
に
感
心
し
て
貰
う
よ
う
な

こ
と
で
も
な
い
け
ど
」

「
で
も
、
凄
い
よ
。
大
学
だ
ろ
、

大
学
」「

だ
け
ど
、
学
生
が
本
業
か
い
う

た
ら
そ
う
で
も
な
い
し
：
：
今
の
と

こ
ろ
な
に
が
本
業
か
自
分
で
も
わ
か

ら
へ
ん
」

「
羨
ま
し
い
な
。
い
ろ
い
ろ
経
験

し
て
て
。
僕
な
ん
か
、
毎
日
が
単
調

そ
の
も
の
な
ん
だ
。
単
調
が
服
を
着

て
る
よ
う
な
も
ん
さ
」

「
よ
く
言
う
わ
ね
。
そ
れ
よ
り
田

中
さ
ん
の
話
、
聞
か
せ
て
く
れ
へ

ん
？
あ
た
し
フ
ラ
ン
ス
の
こ
と
も

っ
と
知
り
た
い
な
。
田
中
さ
ん
、
今

ま
で
に
何
度
く
ら
い
フ
ラ
ン
ス
に
行

っ
て
は
る
の
？
」

〈
以
下
次
号
〉

､室莞亀岸

多:i鯵

綴綴'〆言誉~て
１
０１
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コウベファッションソサエティ

ＲＳ､縦霧撫…
事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８
ツインズトアピル４Ｆ月刊神戸っ子内
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 2 2 4 6

２月マンスリー講演鯛頚蝶# ﾆ ｭ ｰ ｵ ｵ ﾀ ﾆにて
｢ 冠婚葬祭のﾏ ﾅ ｰ について｣黛議茎鰯羅総鯉
●講師: 株式会社オーダー徳風社つばると、両日とも縁起の悪い日なの施設を要チェックすれば楽しさ倍増。
取締役大谷真敏氏
大谷氏は、日本で
も数少ない葬祭デ
ィレクター一級の
資格を持つ業界の
第一人者です。

で本葬は避けた方が良いでしょう。例えば、部屋についているタオルが足
【4 】御先祖より偉い名前で因業を付けりない時はフロントにT E L すれば、ど
てはいけないというのは本当ですか。んどん追加を持ってきてくれるってご
…，付けない方が良いでしょう。お寺さ存じでしたか？部屋のアメニティも、
んに頼めば有料で付けて下さいます。全て持ち帰りＯＫなんですよ。
【 5 】お墓がないのですが…。【 B 】宿泊予約の電話を入れたら、満室

【1 】葬儀料金はいくらが相場ですか。…お墓を作らなければいけないというですと断わられた場合
…喪家の方によって異なりますが、祭決まりはありません。お骨を家に置い…午後1 0 時にもう一度電話。それでも
壇費用十諸経費（霊枢車代等）２０～3 ０ている方もいらっしゃいますし、海や断わられたら午後1 2 時に再挑戦してみ
万円ぐらいです。最初に総額予算を業土に還す自然埋葬もあります。ましよう。この時間は部屋割りを左右
者に伝え、それに見合うランクのもの⑫講師: 神戸ハーバーランドするフロントマネージャーがいる時間。
を用意してもらいましょう。ニューオータニ
【2 】お寺さんには、いくらお支払いす宿泊飲料部支配入
ればいいんでしょう？成尾武志氏
…宗教によって異なりますが、だいた結婚式はもちろ
い神戸の相場として、２０万円十御膳料１ん、昔と比べてぐ
万円十お車代1 万円＝2 2 万円程。（2 0 万－んと身近になっ
円には、枕経・お通夜，お葬式・おさたシテイホテル。蕊

どのホテルも必ず予備の空室を1 ～2 部
屋は用意しているものです。
【C 】ホテルのレストランでは
…注文する時は、今日自分が食べたい
ものをまずオーダー。その前後に前菜、
スープ、サラダ、デザートを付けるか
付けないかでコースを決めていきまし

げの御経代を含みます｡ ）こんなことまでして良いの？＆知らなょう。食べる順に注文していたら、お
…脇のお寺さんには、総額の約半分、かつたら大損ダ１まで、楽しい講義で腹＆予算がオーバーしちゃいます。
1 1 万円をお支払いします。締めくくっていただきました。…最後に一言。一番簡単なのは、ホテ
【3 】本葬の日は、仏滅や友引を避ける【A 】ホテルを宿泊で利用する場合ルのスタッフと仲良くなること。予算
というのは本当ですか。…設備をおおいに利用しなきゃ損１プやお気に入りの部屋など覚えてもらえ
･ ･ ･ 仏滅は、日が悪く、友引は、友を引一ルやエステなど目的に応じて館内のぱとっても楽チンです。 1０２
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1０３

☆1 9 7 K O B E C C O C L U B N E W S

愛読者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

画神戸っ子倶楽部では、ただ
います。会員の方にはＦ月刊
分お届けします。また、神戸
として、『. 月刊神戸っ子」の：

して

１年
会報

上に、・神戸っ
会員の動きな子倶楽部夢.､１．－スｊ

ど様々な情報を提供
化性の高いイベント
劇など〉に特別割引
します。年会費（入曾
神戸を愛する人た

戸っ子倶楽部｣ 。あズ
な神戸っ子ライフを
会員の方は有効期

会員として年会費を

します。さらに年２回、文
（コンサート、美術展、演
きまたは無料でご招待いた
き金を含む）は１万刃です。
ちのカルチャ･ ･ クラブ「神
償たもご入会になって豊か
お楽しみになりませんか。
限をお確かめのうえ、継続
お納めください。

口入会申し込み・お問い合わ｛
〒6 5 0 神戸市中央区下山手逼
アビル4 Ｆ有限会社月刊神戸
T E L ：0 7 8 . . 3 3 1 - 2 2 4 6 ＦＡＸ：

ソインズト

神戸っ子倶楽部I N F O R M A T I O N

《お申し込み》
月刊神戸っ子

〒6 5 o 神戸市中央区下山手通3 丁目
１－１８ツインズトアビル４Ｆ

《お申し込み》
月刊神戸っ子

F 6 5 0 神戸市中央区下山手通3 丁目
１－１８ツインズトアビル４Ｆ
T E L（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6
F A X （0 7 8 ) 3 3 1 - 2 7 9 5
T E L （0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6
F A X（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 7 9 5

,997年４月巳巳日（火）
受付５：３０ｐｍ・
開演６：ＯＯｐｍ.～８：３０ｐｍ・
ホテルオークラ神戸平安の問
〒6 5 O 神戸市中央原油_ I と堀町2 - 1 メリケンバ
ーク内TEL（078）３３３－０１１１
⑳会費
(一般)２０，０００円
(神戸つ子倶楽部会員)18,000円
⑨着席のため全席予約制
【プログラム】
日特別謂演新井満
｢ 神戸復興のイメージ戦略ｊを語る
酉第７回神戸っ子賞表彰式東山魁夷
回箪２８回ブルーメー･ ル賞表彰式
､ 神戸芸術祭日本舞踊若柳吉全吾
■ミュージック“明日に架ける橋' , （橋をテ
ーマに〉一バックバンド安藤義則他

神戸っ子通信

蕊蟻
正小現鳩で
の醗画の作成や、漣災記録作品の制作発表活
動への支援などを行う「ア・・i 、・エイド・神
戸」の活動を支える基金（委員長＝伊勢l I l 史
郎氏）を次のL 1 座で受け１，｣ ･ けている。Ｃさく
ら銀行栄町支店神戸文化復興華金普通預
金3 6 1 5 8 1 1 問い合わせは小務局・海文堂芋
ｬ ﾗ ﾘ ｰ ･ T E L ; 0 7 8 - 3 3 1 . - 2 4 6 7へ

②あしなが学生募金
鍵災遺児らの進学を支援する何学生募金。
染まった募金は全額、災害、病気、病気遺児
らへの奨学金黄与を行う「あしなが育英会」

へ寄付される。募金は郵便
いる。口座「あしなが育英
００１００．１．１７１，見例

脹替で受け付けて
会震災辿児口」

⑧異人館修復支援へ基金
大震災で被害を受けた神戸・北野の異人館

推復など、神戸の顔として魅力を伝え続けて
さた街を住民自身の子で守るため、地元の
｢ 北野・山本地区をまもり、そだてる会」が文
援金を茅っている。募金は郵便仮替で受け付
けている，口座「北野・' 1 ｣ 本地区をまもり、
そだてる会」０１１６０．１．６０７０７問い合わせは
同会会長浅木さん方T E L ：0 7 8 - 2 4 2 - . 6 2 8 8 へ

⑤神戸復興支援義援袋
神戸商工会談所ＷＥＬＯＶＥＫＯＢＥ元気

復興委員会などの後援で、神戸有籍店〆・・カ
ーのご協力を仰ぎ、復興支援のため神戸の銘
品をパックにした義援袋を金岡各地で販売し
ている。詰め合わせは3 , 0 0 0 門・5 . 0 0 0 円・1 0
0 0 0 円の３１蛾i f ･ 問い合わせは事務局・月刊神
脚っ子T E L : 0 7 8 - . 3 3 1 - 2 2 4 6 へ
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す
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１

国定期購読のお申し込みは
１年分5 0 0 0 円
郵便振替口座番号
０１１６０－２－４５１９６
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カクテル￥7 0 0 ～
ワイン￥4 0 0 ～

結婚記念日に語呂合わせ特価
いいふうふ

5,522円
隠れ家のような落ち着いた空間

ＬａＲｕ“ＩｊａｄＥＶＩ"ａ
２．１２０pe n

■
■
Ｐ
ｂ

ド 噸口Ｆ
１~‐

ｌ Ｉ１
＆.‘

神戸市中央区中山手通2 - 2 4 - 8
ＴＥＬ､078-24.1-5530
９: 0 0～１８: 0 0木曜定休

鴇ロースのロテイ￥1 , 6 0 0
仔牛のミルフイーユ仕立て￥1 , 3 0 0
ジェノバ風パスタ￥1 , 2 0 0

ティータイム、ランチ、ディナー、バータイム、
好きな時をくつろいで…

イタリア料理がメイン

冨
恰

綴綴牡

バーカウンターではバーカウンターでは

ＯＰＥＮ１１：３０～２４：Ｏ０
ＨＯＴｍＡＹＥＶＥＲＹＭＯＮ，
神戸市中央区下山手通2 - 5 - 6
中央ビル2 Ｆ（トアロード）
T E L , 0 7 8 - 3 9 3 - 0 6 4 6

三宮写真室

カクテル￥7 0 0 ～
ワイン￥4 0 0 ～

ｊＩ『且
当＝

鍾雲！

ラルコラドヴィラ

建議
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《美と健康シリーズ》

Y ＯＳＨ１ＭＡＳＡＩＮＯ

物
が
豊
か
に
な
っ
て
顔
を
洗
え
な
い
の

は
シ
ャ
ン
プ
ー
。
結
局
“
洗
浄
力
”
が
き

つ
い
。
だ
か
ら
髪
を
い
た
め
る
。
髪
を

傷
め
る
か
ら
リ
ン
ス
が
い
る
ん
で
す
。

何
で
リ
ン
ス
を
使
う
の
か
、
消
費
者
は

ほ
と
ん
ど
的
確
に
答
え
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

村
上
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
当
時
よ
り
社

長
の
髪
も
黒
く
ふ
さ
ふ
さ
さ
れ
て
…

飯
野
え
え
、
随
分
黒
く
な
り
ま
し
た
。

刺
激
を
与
え
て
髪
を
傷
め
、
地
肌
を
傷

め
る
。
こ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
な
ん
で
す
ね
。

自
然
に
汚
れ
だ
け
落
と
し
て
、
良
い
商

品
な
ら
髪
を
傷
め
ま
せ
ん
。

髪
に
良
け
れ
ば
頭
皮
に
も
良
い
。
頭

皮
に
良
け
れ
ば
顔
に
も
良
い
し
、
身
体

全
体
に
も
良
い
ん
で
す
よ
。

村
上
“
ゲ
ル
”
は
、
素
が
「
水
」
で
す

が
、
た
だ
の
「
水
」
で
は
な
い
っ
て
こ

と
で
す
ね
。

飯
野
身
体
の
中
は
水
分
が
２
／
３
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
「
水
」
が
な
い
と
人
間

は
生
き
て
い
け
な
い
。
普
通
の
水
だ
と

蒸
発
す
る
の
で
使
え
な
い
。
美
容
師
さ

村
上
飯
野
社
長
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

あ
れ
は
震
災
の
直
後
、
ラ
ジ
オ
関
西

「
週
間
聞
い
て
ご
ら
じ
ろ
う
」
の
私
の
番

組
に
出
て
い
た
だ
い
て
…
。

飯
野
私
の
ラ
ジ
オ
出
演
初
体
験
で
し
た

（
笑
い
）
。

あ
の
当
時
、
須
磨
の
ラ
ジ
オ
関
西
へ

行
く
の
が
大
変
で
し
た
よ
。
私
が
、
水

を
持
っ
て
尼
崎
か
ら
自
転
車
で
神
戸
市

役
所
の
避
難
所
ロ
ビ
ー
へ
、
小
泉
編
集

長
を
見
舞
い
に
行
っ
た
時
に
、
顔
も
手

も
洗
え
な
い
と
い
う
の
で
、
『
ゲ
ル
・

ク
リ
ー
ム
』
の
サ
ン
プ
ル
を
持
っ
て
行

っ
た
ん
で
す
よ
。

村
上
避
難
所
の
女
性
た
ち
が
皆
で
喜
ん

で
使
っ
て
い
て
、
私
も
小
泉
さ
ん
か
ら

頂
き
「
こ
れ
は
絶
対
良
い
！
」
と
納
得

し
た
の
で
、
リ
ス
ナ
ー
の
方
々
に
紹
介

す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

放
送
局
へ
の
反
響
が
凄
か
っ
た
で
す
ね
。

飯
野
当
時
、
月
刊
神
戸
っ
子
の
新
年
号

☆
爆
発
的
に
売
れ
て
い
る
人
気
商
品
皐ザ

に
望
月
美
佐
先
生
と
の
対
談
が
掲
載
さ

れ
た
の
で
本
を
取
り
に
行
っ
た
２
日
後

に
地
震
で
し
た
か
ら
ね
（
笑
）

村
上
サ
ン
Ｔ
Ｖ
で
浜
村
淳
さ
ん
の
番
組

に
も
出
て
い
た
だ
い
て
…
。

飯
野
い
や
－
あ
れ
も
モ
ー
レ
ッ
な
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。
時
代
が
“
安
全
性
”

を
求
め
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

村
上
ナ
チ
ュ
ラ
ル
だ
し
、
安
心
が
欲
し

い
ん
で
す
よ
ね
。

飯
野
こ
の
「
ゲ
ル
・
ク
リ
ー
ム
』
の
原

点
は
「
水
」
な
ん
で
す
。
油
を
使
わ
な

い
っ
て
こ
と
。
美
容
師
さ
ん
の
手
荒
れ

を
何
と
か
し
て
欲
し
い
の
声
が
、
発
端

で
す
。

村
上
で
も
飯
野
社
長
は
呉
服
専
門
？

飯
野
畑
違
い
で
、
こ
の
道
に
い
な
い
か

ら
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
発
想
の
転

換
。
だ
か
ら
使
う
側
も
発
想
を
変
え
て

ほ
し
い
。
「
シ
ャ
ン
プ
ー
で
顔
を
洗
え
ま

す
か
Ⅳ
」
確
か
に
顔
と
頭
の
皮
層
は
つ

な
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
昔
は
石
鹸

で
顔
も
頭
も
洗
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵

画
対
談
ナ
チ
ュ
ー
ル
ゲ
ル
ホ
ー
ム
ク
リ
ー
ム
を
語
る
Ｉ

飯
野
由
昌
《
（
株
）
ヘ
ル
ス
パ
ワ
ー
ジ
ャ
パ
ン
社
屋

村
上
和
子
ヘ
ン
ャ
‐
ナ
リ
ス
ト
〉

震
災
の
時
『
ゲ
ル
・
ク
リ
ー
ム
」

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
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蔓１
Ｆｙ

樫蝋
唾奇～ ん

の
手
荒
れ
は
、
毎
日
毎
日
シ
ャ
ン
プ

ー
や
薬
品
を
使
う
の
で
、
人
間
の
本
来

持
っ
て
い
る
“
皮
脂
”
が
と
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
す
る
と
水
分
が
蒸
発
し
て
乾
燥
す

る
。
そ
の
た
め
油
性
の
ク
リ
ー
ム
で
お

ぎ
な
う
。
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
で
は
解
決

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
「
油
」
で

は
だ
め
だ
っ
て
こ
と
で
す
よ
。

村
上
そ
れ
っ
て
逆
に
い
う
と
素
人
の

発
想
１
．
そ
の
道
の
人
で
は
思
い
つ
か
な

い
で
し
ょ
う
ね
。

飯
野
乾
燥
は
“
水
不
足
”
で
す
よ
。
そ

☆
自
然
の
恵
み
を
〃
種
類
入
れ
た

「
ゲ
ル
・
ク
リ
ー
ム
』

一
号

Ｉ

雲受豊

こ
で
保
湿
す
る
「
水
」
を
考
え
た
わ
け

で
、
自
然
界
の
中
で
は
、
山
イ
モ
、
納

豆
、
フ
カ
ヒ
レ
な
ど
を
ネ
バ
ネ
バ
物
質

と
呼
ん
で
い
る
。
あ
れ
を
ゲ
ル
状
と
い
う
。

村
上
そ
れ
が
保
湿
す
る
ん
で
す
か
。

自
分
で
膜
を
作
っ
て
、
“
ゲ
ル
層
”
が
保

湿
し
て
皮
膚
を
乾
燥
さ
せ
な
い
の
ね
。

飯
野
人
間
の
皮
膚
の
表
面
は
角
質
層
”

で
、
ア
カ
の
蓄
積
で
す
よ
ね
。
そ
こ
が

乾
燥
す
る
。
そ
こ
へ
“
ゲ
ル
”
が
蒸
発
し

な
い
「
水
」
と
し
て
入
る
訳
で
す
。

私
ど
も
の
“
ゲ
ル
”
は
分
子
の
細
か
い

水
に
、
自
然
界
の
“
ゲ
ル
”
即
ち
、
海
の

ゲ
ル
、
土
の
ゲ
ル
、
植
物
の
ゲ
ル
、
動

物
の
ゲ
ル
を
十
七
種
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

合
し
て
い
ま
す
が
、
水
に
馴
染
ま
せ
る

弐
一
定
温
度
で
三
時
間
撹
枠
し
、

鋸
そ
の
あ
と
七
日
間
熟
成
さ
せ
て

上調
い
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
が
手
作

宝
一
定
温
度
で
三
時
間
撹
枠
し
、

鋸
そ
の
あ
と
七
日
間
熟
成
さ
せ
て

上調
い
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
が
手
作

郵
業
と
い
う
こ
だ
わ
り
の
グ
リ
ー

む坐
ム
で
す
。

ん
村
上
で
は
ア
ト
ピ
ー
な
ど
に

華
も
良
い
の
で
は
？

麺
飯
野
ア
ト
ピ
ー
は
ア
レ
ル
ギ

郡
１
体
質
で
す
か
ら
、
治
す
に
は

鉦
体
質
改
善
が
必
要
で
す
。
し
か

し
乾
燥
で
か
さ
つ
い
て
い
た
り
、

か
ゆ
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
「
ゲ

ル
・
ク
リ
ー
ム
』
で
抑
え
る
事

は
可
能
で
す
し
、
自
分
の
治
療

力
が
働
け
ば
良
く
な
り
ま
す
。

村
上
職
業
や
そ
の
環
境
に
よ

っ
て
手
あ
れ
や
肌
あ
れ
が
起
き

戚点は水ナチュールゲ: ルホームクリーム

;議

ま
す
よ
ね
え
。

飯
野
今
そ
う
い
う
悩
み
を
お
持
ち
の

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
に

こ
の
ク
リ
ー
ム
を
是
非
使
っ
て
頂
き
た

い
で
す
ね
。

村
上
と
こ
ろ
で
こ
の
ク
リ
ー
ム
は
ど

こ
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

飯
野
当
初
美
容
院
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
今
は
酒
屋
さ
ん
、
ブ
テ
ィ
ッ

ク
、
宝
石
店
な
ど
い
ろ
ん
な
お
店
で
販

売
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

村
上
あ
ら
そ
う
で
す
か
。
神
戸
で
も

も
っ
と
広
ま
る
と
い
い
で
す
ね
。
今
日

は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ナ
チ
ュ
ー
ル
・
ゲ
ル
ホ
ー
ム
ク
リ
ー
ム
は
（
有
）
月
刊
神

戸
っ
子
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
（
盃
０
７
８
．
３
３
１
。

２
２
４
６
）
ご
使
用
希
望
の
方
は
遠
近
に
関
わ
ら
ず
、
説

明
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

左から
2 7 0 9 6 , 0 0 0円
5 0 9 1 , 8 0 0円
1 5 0 9 3 5 0 0 円
600913,000円
シャンプー3,500円
洗顔４‘5 0 0 円

( 株）へルスバワージャバン
〒６６１兵庫県尼崎市高田町４－１７

ＴＥＬｏ６－４９２－６ｓ１９ＦＡＸｏｅ－４９ｓ－２Ｂ１２
フリーダイヤノレO 1 2 0 - 4 7 - 3 2 g 6
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■
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）
あなたの蘭を会場に飾って見ませんか。

花のあるくらＬ－ＳＩｐｒｊｍｇｍｃ両侶『底mＭｅ

（

亨チケットブレゼント
ペア１０組ご招待
団応募先〒6 5 O 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 Ｆ

月刊神戸っ子「花のあるくらし」係までおハガキで。

璽神1戸闘展9７
－I n t e m a t i o n a l O r c h i d F a i r K o b e ' 9 ７

1 9 9 7 年４月8日(火)～４月1 3日（日）
午前9 時3 0 分( 日日は1 1 時間堀) ～午後６時( 入堀は5 時3 0 分まで）

会喝／神戸国際展示堀（ポートアイランド内）

( 蕊蕊硫篭蒜ノ
入場料／大人1 , 5 0 0 円( 1 , 2 0 0 円）小･中学生B O O 円( 6 0 0 円）
、入場券のお求めは､ チケットぴあ､ チケットセゾン､ 関西プレイガイド協会､ ＪＲ西日本の

型

後援：農林水産省､ 外務省､ 兵庫県､ 関西経済連合会､ 神戸商Ｔ今塞所､ 読売新聞大阪本社、
読売テレビ､ 報知新聞社､ ＮＨＫ神戸放送局ほか

▼チケットブレゼント
ペア１０組ご招待
回応募先〒6 5 O 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 Ｆ

月刊神戸っ子「花のあるくらし」係までおハガキで。

ロ
国
園
時
聯

一
〃
鋤
〃

垂

神戸側泣ﾌ ﾙ ｰ ﾂ ﾜ ﾗ ﾜ ｰ パー ｸ
六甲北有料道路大沢イ
入園料大人5 0 0 円

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



阪神大震災から3 年目の春。美しく咲く花は、震災直後から人の心を癒してきました。
神戸・ひょうご周辺で美しい花々と出会える場所や催し、あるいはフラワーショップ、
スクールをガイドします。

夢の落園

齢兵庫県
花に囲まれて

ファッショナブルな洋食。和食を１

花と緑の中のレストハウスオーブン

毒謹謡ｉ
おもな催し物

●ひょうご花のｶｰﾆバﾙ開幕･･･３月22日~５月7日
③シンガポール植物園展･･･………･･････３月22日～４月13日
⑬スミレ展……･･,……････…････････……４月11日～４月13日
、世界の花の切手展．.‘.．‘････,･･･････'････４月16日～４月23日
、サクラソウ展･･･････…'．.････････････'．．‘･４月16日～４月趨日
⑨山野草展････．.…･･･････････････････････････４月27日～５月５日

⑬休園日毎週水曜日（が祝日の塙合は翌日休園）
園加古川バイパス加古川西ランプより１７k ｍ
国中国自動車識加西I . Ｃ・より３k ｍ
四ＪＲ大阪駅からハイウェイバス（北条乗換）日・祝日直通バスあり
閏姫路駅から日・祝日官諦バスあり
【お問い合わせは】
〒6 7 9 - 0 1 兵庫県加西市豊倉町飯森1 2 8 2 - 1

ＴＥＬｇＯ７９０( 4 7 ) １１８２兵庫県フラワーセンター

▼チケットブレゼント
ペア１０組ご招待
凪応募先〒6 5 o 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 Ｆ

月刊神戸っ子「花のあるくらし」係までおハガキで。

レン脚ﾘ ｰ ｸ

麺ごあゅ
②開園時間午前9 時から午後5 時（入園は午後4 時まで）
②休園日毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は開園し翌日休園）

1 2 月２８日～１月１日
、入園料大人4 0 0 円、中高生ｸ 5 0 円、小学生1 0 0 円

３０人以上2 割引、身障者・６５才以上5 割引
⑳駐車料金大型バス1 , 6 0 0 円、マイクロバス8 0 0 円、乗用車5 0 0 円

齢兵庫県淡路謬参= 璽挑碧診
〒6 5 6 - 0 4 兵庫県三原郡三原町八木毒官- 門３９６壷0 7 9 9 - 4 2 - 2 4 4 0

▼チケットブレゼント
ペア１０組ご招待
■応募先〒6 5 O 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 Ｆ

月刊神戸っ子「花のあるくらし」係までおハガキで。
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震災復興の中、お二人の力強い門出を願う特別プランです
ご利用期間平成9 年４月１日～平成1 0 年３月3 1 日

プランに含まれるもの
挙式料、会場費、音響設備一式、料理（和食か和洋中折衷料理) 、飲物フリードリ
ンク（日本酒・ビール・ジュース) 、衣装（新郎新婦の式服各１点) 、美容、着付、
写真（六ツ切３ポーズ) 、司会者、エレクトーン、カラオケ、キャンドルサービス、
引出物、案内状、芳名録
国応募条件／阪神・淡路大震災で被災され、平成9 年９月～1 2 月までに挙式予定のカ
ップル
目応募方法／官製はがきに、住所・氏名・年齢・性別・電話番号・挙式予定日．披
露宴の予定人数・被災の状況を明記して、挙式予定者がお申し込みください。
同応募先／パルテひょうご「3 0 名様で3 0 万円」特別企画係
国締切り／平成9 年６月3 0 日消印有効
圃発表／平成9 年７月上旬、当撰者に直接通知

おかげさまで
４月１日リニユーアルオーブン

と雪めきプラン
４０名様￥580,000-1税別，

プランに含まれるもの
挙式料（神前式) 、披露宴会場・控室料、料理（和食か和洋中折衷料理) 、飲物フリー
ドリンク（日本酒・ビール・ジュース）ウェディングケーキ、キャンドルサービス、
装花（メイン・ゲスト) 、贈呈用花束、衣装（新郎新婦の式服の各１点) 、美容・着付、
写真（六ツ切３ポーズ）

和洋中折衷コース位品ﾉ 追加料金お1 人様￥1 3 , 0 0 0

、
４Ｆ

Ｌ

兵庫県民会館総合結婚式場
〒6 5 o 神戸市中央区下山手通4 - 1 6 - 3

ＴＥＬＯ７８－３２１－２１３１

兵庫県文化協会創立3 0 周年「パルテひょうご」愛称決定

識念; バックブラン
３０名様￥300,000-,税別，

通常価格￥85 0 , 0 0 0相当（1名増えるごとに￥1 5 , 0 0 0）

蚤

訂

| * - 二挙竪
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『 K O B E うまいもん＆ド’ﾉﾝキング
●日本料理

北野異人坂料亭

ラウンジ神戸市中央区北野町2 - 9 - 2 2 0 7 8 ( 2 2 2 ) 2 0 0 l

どじょう吾作
神戸市中央区元町通2 7 - 2 0 0 7 8 ( 3 2 1 )０５３９

季飾篇屋一輪一房
神戸市中央区二宮町1 - 8 1 - 0 5 8 0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 2 8 0

天ぷら天ふじ
鉄板焼神戸市中央区下山手通2 - 1 1 - 2 4 大情ピルＩＦＯ7 8 ( 3 9 2 ) 3 6 3 0

又 平寿司
神戸市東削区西岡本2ﾏｰ3オーキソトコー卜右峯館lFO78(453)1877

串焼焼鳥トリドリ
神戸市中央区北長挟通2 - 5 1 0 7 8 ( 3 9 1 ) 3 0 2 8

名代讃妓うどんあこや亭
神戸市中央区旗塚通私1-10 7 8 ( 2 3 2 ) 2 4 0 0

日本料理ｉ畢村
神戸市中央区加納町4-819078(332)2210

山菜料理とろくだん
糖進の店神戸市中央区東川崎町1 - 6 - 1 0 7 8 ( 3 6 0 】8 4 7 6

がに料理西* 寸屋三宮店
神戸市中央区磯上述7-1 - 2 0 0 7 8 ( 2 3 2 ) 3 6 6 3

たじ蒙牛と西村屋たじま路
懐石神戸市中央区磁上通7 - 1 - 2 0 0 7 8 ( 2 9 1 ) 0 2 4 6

出石城下町千人代官
うまいもの館神戸市中央区小野柄通7-1-】日本生命三宮ピルＢｌＦＯ７８(232)3355

鍋憧石西村屋熊内茶寮
神戸市中央灰熊内町1-8 - 2 3ゲラ，トール熊内Ｂ１－Ｂ３ＦＯ７８(23 1 ) 6 7 6 7
〈れむってい

地酒と和食の店暮六亭
神戸市中央区磯辺通3 - 2 - 1 7 ワールド三宮ビル１０Ｆ0 7 8 ( 2 2 2 ) 9 0 6 2

京割烹花こうべ
神戸市中央区北長狭速2 - 1 - 1 パープル山勝ビル7 Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 8 3 7 3

居酒屋割烹ちやらんぼらん
神戸市中央区相生町4 - 2 - 3 0 7 8 1 3 6 1 ) 1 5 1 9

日本料理花隈成駒家
お食事処本社･ 本店神戸市中央区花隈町2 3 ‐2 1 0 7 8 ( 3 4 1 ) 3 3 0 2

チサン店神戸市中央区中町通2 - 3 - 1 0 7 8 ( 3 7 1 ) 3 1 5 0

Ｄ各国；斗理
ｽ ﾃ ｰ ｷ 五事

中央区元町通３１４－１，唾) 3 2 0 1

西拳闘理レストランソネ
神戸市神戸市中央区中山手通1 - 2 4 1 0 0 7 8 ( 2 2 1 ) ２O 5 5

ｲ ﾀ ﾘ ｱ 料理リストランテベルゲン
神戸市中央区山本通2 3 2 0 7 8 ( 2 4 1 ) 6 9 5 2

メキｼ ｺ 料理テイフアーナ
神戸市中央区中山手通' - 2 1 - 1 3 0 7 8 ( 2 4 2）００４３

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ グリル青山
神戸市中央区下山手通2 - 1 4 5 0 7 8 ( 3 9 1 ) ４８５８

ｽ ﾃ ｰ ｷ 六段
神戸市中央区元町通3 - 8 4 0 7 8 ( 3 3 1 )２l 0 8

Ｆｲ ﾂ 居酒屋ローテ・ローゼ
We i n s t u b e神戸市中央区北野1 1 1畔9 1 4 0 7 8 ( 2 2 2 ) 3 2 0 O

韓国宮廷料理百済
神戸市中央区下山手通3 1 - 9 コスモビルl F O 7 8 ( 3 9 2 ) 5 4 5 8

ｽ ﾃ ｰ ｷ 兼ロ黒（わっこぐ）
神戸市中央区中山手通1 . 2 4 - 1 ヒルサイドテラズＩＦＯ７８( 2 2 2 ) 0 6 7 8

ｼﾙｸﾛｰ偶料霞ぶはら
刀fｲｽ厩ﾄﾗﾝ神戸市中央区三宮ml2-2-2杉本ピル2Ｆ078(331)１７３４

すていきﾊｳ ｽ長崎
神戸市中央区布引唖・3 1 6 0 7 8 ( 2 2 1 ) 1 0 8 6

ブラジﾙ 邦哩コパ・カバーナ
神戸市中央区中山手通2 . 1 - 1 3 ﾆ ｭ ｰ サンコービルB l O 7 8 ( 3 9 1 ) 0 8 8 8

北京料理神仙閣
神戸市中央Ⅸド11 1乎辿２１３１，７８(3 3 1 , 1 2 6 3

ｶ ﾌ ｪ & 木馬
トラツトリア神ﾉｰ『市中央区ドlII F通3- 1 - 9コスモビルＢ１０７８(39 1 1 2 5 0 5

欧 風料理もん
神戸市中央区北長扶通2- 1 2 - 1 2 (坐田前）0 7 8 ( 3 3 1 ) 0 3 7 2 . 0 3 7 3

広蕊料理中国酒家
トアロード店神戸市中央区北長扶通3 - 1 2 - 1 0 7 8 ( 3 9 1 ) 5 5 3 7
元町店神戸市中央区北長挟通3 - 8 - 1 0 7 8 ( 3 3 2 ) 5 5 9 5

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ パトリー
神戸市中央区二宮町4- 2 0 - 5（ホテルビェナ神戸2Ｆ】07 8 ( 2 7 2 ) 1 3 1 3

ビｱ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ニューミュンヘン
神戸大使館
神戸市中央区三宮町2 - 5 - 1 8 0 7 8 ( 3 9 1 ) 3 6 5 6
神戸大使館別館
神戸市中央区中山手通3 - 1 - 1 9ホテルトアロード地階0 7 8 ( 3 3 2 ) 1 2 2 2

イタリア料理ＴＡＮＴＯＴＡＮＴＯ
神戸市中央区港島中町6 - 8 - 1 ワールド本社ビル1 Ｆ0 7 8 ( 3 0 2 ) 5 3 0 0

ｽ ﾃ ｰ ｷ 伊藤
神戸市中央区磯上通8丁目そごうウイング6Ｆ0 7 8 ( 2 3 2 ) 3 0 3 1

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ハイウェイ
神戸市中央区ド山手通2-13-7東昌ビル1Ｆ078(331】7622

北京料理龍鳳
神戸市中央挺中11JＦ通4- 1 0 - 2 5 0 7 8 ( 2 2 2 1 3 7ｌ５

広東料理神戸元日丁別館牡丹園
神戸市中央区元町通1- 1 1 - 3 0 7 8 ( 3 3 1 1 5 7 9 0 . 6 6 1 1

Ｄ喫茶・菓子
ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 菓子トアロード・ドンク
喫茶神戸市中央区三宮町３８１４０７８( 3 9 1 ) 5 4 8 5

ケーキアンテノーール
喫茶北野本店神戸市中央区中山手通1 - 2 2 - 1 3 0 7 8 ( 2 4 2 ) 3 7 9 7

神戸店神戸市中央区北長挟通１．１９６０７８( 3 3 1 ) 8 6 4 0

純蕊熊元町サントス
神戸市中央区元町通2 3 1 2 0 7 8 ( 3 3 1 ) 1 0 7 9

雪水のｺ ｰ ﾋ ｰにしむら劫､排店
中山手店神戸市中央区中山手通1 - 2 6 3 0 7 8 ( 2 2 1 ) 1 8 7 2
三宮店ＪＲ三宮駅山側0 7 8 ( 2 4 1 ) 2 7 7 7
センター街店神戸市中央区三宮町1 0 2 7 0 7 8 ( 3 9 1 ) 0 6 6 9
北野坂店山本通2 - 1 - 2 0 0 7 8 ( 2 4 2 ) 2 4 6 7
阪急前店三宮東口山側0 7 8 ( 3 3 2 ) 5 7 2 7
ハーパーランド店０７８( 3 6 0 ) 1 8 0 3

喫 茶英国尾
センター街店センター齢丁目0 7 8 ( 3 9 1 ) 9 0 0 6
三宮店国際会館東浜側0 7 8 ( 2 5 1 ) 4 5 6 2
オーバ店三宮オーバ3 ＦＯ７８( 2 9 1 ) 2 0 3 6
ダイエ一店ダイエー三宮駅前店9 Ｆ0 7 8 ( 2 9 1 ) 8 2 9 5

…門店劫i 畔倶楽部
神戸市中央区東川崎町1 ‘１
神戸ハーバーランドMOS A I C (モザイク)１Ｆ07 8 ( 3 6 0 ) 0 1 5 l

ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 菓子菓子ｓパトリー
神戸市中央区北艮狭迦- 3 - 1 0 0 7 8 ( 3 9 3 ) 0 2 2 2

●ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
演歌ｽ ﾀ ジｵ 延歌

神戸のター坊の店
神戸市中央区中山手通1 - 9 - 2 4 カタオカビルＢＦＯ７８( 3 3 2 ) 5 7 5 5

カクテルラウンジサヴオイ
モザイク店神戸市中央区東川崎町1 - 6 1 モザイクｌＦＯ７８( 3 6 0 ) 2 5 4 5
三宮店神戸市中央区北長狭通2 . 5 1 7 サンセット2 1 ビル3 Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 6 1 5

ｽ ﾅ ｯ ｸ 珍地理屋
神戸市中央区中山手通1 . 2 2 - 1 0票ビルｌＦＯ７８( 2 4 2 ) 0 2 8 8

ジﾔ ズﾗ ｳ ﾝ ジ神戸アルバトロス
神戸市中央区中山手通1 - 2 2 - 1 0票ピル0 7 8 ( 2 3 1 ) 3 3 0 0

ｻ ﾛ ﾝ マシュケナダ
神戸市中央区中山手通1 - 4 - 6ユーペルビル４Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 5 5 8 7

ｶ ｸ ﾃ ﾙ バー 馬車屋
神戸市中央区加納町4.929ﾊｼﾌｲｿｸｱﾄﾗｽ炉ビﾙ3Ｆ078(331)6814

ＳＴｌＬＬ
スナック神戸市中央区ド1 1 挿旭2 - 4 - 1 3 第１高1 1 】ヒル4 Ｆ0 7 8 ( 3 3 2 1 5 7 5 9
喫茶神戸市中央区北長挟通2 - 9 - 4 1 Ｆ0 7 8 ( 3 3 Z ) 7 9 7 3

ｼ ｬ ﾝ ｿ ﾝ エトワ
神戸市中央区北長挟通2 - 5 1 7 サンセット2 1 ピル5 Ｆ0 7 8 ( 2 3 1 ) 3 3 2 6

卜ム・キャンティバー
神戸市中央区加納町4 - 9 1 7幸田ピﾙ 1Ｆ0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 1 2 2

バ ーバー２２北野坂
神戸市中央区中山手通L 2 3 - 1 0 モンシ』l ･ トーコトプキピルB 1 0 7 8 ( 2 2 2 ) 6 6 9 3

ｽ ﾅ ｯ ｸ 智恵子
神戸市中央区北長挟通2 - 1 1 - 5 グランドつ一ストピル2 F 2 0 2 0 7 8 ( 3 3 2 ) 3 8 5 6

ｽ ﾀ ﾝ Ｆ漬蝶
神戸市中央区北艮扶逆１２０９館ピル1 Ｆ０７８( 3 3 1 ) 2 5 6 6

ﾗ ｳ ﾝ ッ内田
神戸市中央区ド１１１手辿2 - 1 - 1 3 幕l ルヤルマンビル6 Ｆ0 7 8 ( 3 9 1 ) 3 8 6 6

ラウンジＮｅｗＭｏｏｎ若杉
神戸市中央区下山手通2 - 1 - 1 3 第1 3 シヤルマンビルＢ１０７８( 3 3 1 ) 9 5 3 4

ペﾃｲｼ ｱ ﾀ ｰ力》けい
神戸市中央区ド山手通2 - 1 - 1 3 0 7 8 ( 3 3 四2 2 3 9

ヘ ンリーバー

神戸市中央区北豊狭通1 - 3 - 1 】ノアールピルＢｌＯ７８( 3 9 1 〕2 6 8 9

素 舌洞でっさん
神戸市中央区北畏狭通1 - 5 - 1 2 0 7 8 ( 3 3 1 ) 6 7 7 8
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Ｒ

｢､Ｇ
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懲
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函 = ｰ

魂
旨
Ｊ

Ｚ

口

〒6 6 9 - 4 3 兵庫県氷上郡
市島町中竹田1 - 7 1

,|‘電話｡795(86)０３３，
’F A X O 7 9 5 ( 8 6 ) 0 2 0 2

Ｌ

Iｒ

』Ｗ
ＦＨ１ｉ

: ●小鼓会次回予告
４月５日（土）午後7 時

舞子ホテル
会費￥1 0 , 0 0 0

西山酒造場

ａ気
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ん
ぽ
ぽ
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蒲
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英
や
一
座
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座
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云

う
ふ
よ
－
』
む
お
つ
ば
窪

打
ち
伏
す
坐
ｂ
横
向
く
も
落
ち
椿
な
る

し
よ
う
一
』
し

小
鼓
子

雪
ふ
り
し
き
る
丹
波
路
を
、
今
年
も
二

月
二
十
二
日
の
朝
、
西
山
酒
造
へ
神
戸
か

ら
三
十
五
人
で
訪
ね
ま
し
た
。

「
雪
見
酒
が
最
高
よ
」
と
、
バ
ス
か
ら

見
え
る
心
安
ら
ぐ
丹
波
の
雪
の
風
景
に
心

と
き
め
か
せ
た
一
行
は
、
西
山
裕
一
一
・
社
長

の
お
出
迎
え
に
、
初
参
加
の
人
も
多
い
の

で
記
念
撮
影
を
。

司
故
亮
三
（
号
泊
雲
）
翁
の
生
誕
百
二

十
年
と
謙
三
（
号
小
鼓
子
）
会
長
米
寿
を

記
念
し
て
句
碑
二
基
を
建
立
し
ま
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ

蒲
公
英
と
は
、
難
し
い
字
で
す
が
ね
」
と

西
山
社
長
。
高
浜
虚
子
の
お
弟
子
と
あ
っ

て
鮮
や
か
な
句
。
庭
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る

句
碑
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
が
深
い
。

今
年
の
蔵
案
内
は
、
企
画
室
長
の
小
笠

原
英
範
さ
ん
。
し
ぼ
り
た
て
純
生
大
吟
醸

の
コ
ク
は
さ
す
が
…
。

お
待
ち
か
ね
の
水
別
れ
町
の
「
大
和
」

で
牡
丹
鍋
。
し
っ
か
り
炊
き
込
ん
だ
鍋
に

小
鼓
の
純
生
と
吟
醸
が
美
味
美
味
。
美
也

山
波
の
ビ
ー
ル
（
発
泡
酒
）
も
あ
り
最
高

の
雪
見
酒
と
な
っ
た
。
（
小
泉
）

零

恥ノ

"､&

鯵

曾
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